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要　旨
　社会の要請に応え，資質の高い看護職者を育成するためには，看護基礎教育課程における教育の質
を向上させ，卒業時の看護実践能力の水準を一定に保証することが必要である．千葉大学看護学部
では，学生が卒業時までに獲得することが求められる看護実践能力を育成するために，平成１８年より
看護実践能力自己評価ポートフォリオを活用している．これは，「看護基本技術の到達レベル自己評
価編」と「実習の到達レベル自己評価編」から構成され，看護基本技術の授業（演習）と実習におい
て，積み重ね学習と自己教育力の育成ができるよう工夫し開発された．また，学生が４年間の学びを
統合する科目である看護学セミナー（統合）において，これまでの学習を振り返るための資料のひと
つとしてもポートフォリオを用いている．ポートフォリオの導入から７年目を迎え，より効果的に
ポートフォリオを活用できるようにするために改訂版（Ver.２）を作成した．そこで学生および教員
からの活用状況および活用の課題についての調査を踏まえて改訂した経緯を報告する．
　今回は，①学生がポートフォリオを活用する意義と，効果的に記載・活用する方法を理解するため
の活用ガイドの検討，②学生の過剰な負担にならず，かつ活用しやすいシートの検討，③学生の主体
性を損なわず，効果的に活用するための教員からの支援方法の検討，④学生へのオリエンテーション
方法・内容の検討，⑤教員へのFD開催の検討を行った．今後は，学生へのオリエンテーションを充
実させ，教員へのFDを継続的に開催していくことが必要である．また，学生が日々の学習の中で主
体的，かつ効果的に活用し，さらに４年間の学習を統合していく過程においても有効に活用できてい
るかを評価していくことが必要である．
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Ⅰ．ポートフォリオの改訂が必要となった現状
　ポートフォリオは本来，「紙ばさみ」や「書類
かばん」等，バラバラになっているものを整理す
るものを意味する．本学では「学習履歴のことで
あり，学習者自身が作成して管理・保管するもの」
と定義している．学生はポートフォリオを活用す
ることによって，学習内容を記録するとともに自
己の到達度を客観的に評価し，次の学習に向けた
明確な学習課題・目標を立てることができたり，
自らの成長を可視化することで学習のモチベー
ションにつなげることができる等，様々な学習効
果が報告されている１）２）．
　看護実践能力を獲得していくためには，授業・
実習ごとに設定された学習目標を達成していく
「積み重ね学習」と，学生自らが学習の連続性・
継続性を意識し，自己の課題を明らかにして主体
的に学習に取り組む「自己教育力」を培うことが
必要である．千葉大学看護学部ではこれらを教員
間で合意し，平成１７年度に新カリキュラムへの移
行とともに看護実践能力自己評価ポートフォリオ
（以下，ポートフォリオ）の活用を導入した．本学
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におけるポートフォリオ活用のねらいは，学生が
生涯を通じて看護実践能力を主体的に向上させて
いく力をつけ，卒業時の到達目標を意識すること
で，学びを自己に統合させることである．現在，
看護基本技術の授業（演習）や臨地実習において，
学生が主体的に学びを記録・自己評価し，さらに
４年次開講の看護学セミナー（統合）において，
４年間の学びを統合する過程で，学習を振り返る
ための資料のひとつとしてポートフォリオを用い
ている．
　ポートフォリオを導入してから本年で７年目を
迎え，多くの学生が活用してきた．しかし，学生
からは記載方法がわからない，記載が負担である
等の声が聞かれ，教員からも各演習や実習でポー
トフォリオを記載している学生は少なく，看護学
セミナー（統合）開講時にまとめて記載を試みて
いる等，本来の「積み重ね学習」や「自己教育力」
の育成につながっていないのではないかという意
見も聞かれた．そのため，ポートフォリオを効果
的に活用するための改訂版（Ver.２）を作成した.
本稿ではその取り組みについて報告する．
Ⅱ．現行のポートフォリオの構成と支援体制
１．現行のポートフォリオの構成
　ポートフォリオは，「看護基本技術の到達レベ
ル自己評価編」と「実習の到達レベル自己評価編」
で構成されている．前者は主に看護基本技術に関
連した授業（演習）で学習した看護基本技術の自
己評価と学習課題を記載する．また，後者は実習
で体験した看護実践の自己評価と学習課題を記載
する．ポートフォリオは，活用目的及び記載する
項目，評価基準，記載方法を明記した冊子と卒業
までに使用する全シートから成り，ファイルに綴
じて学生に配布している．学生は段階的かつ主体
的に評価基準を基に自己評価し，書式に従い記録
を残す．ポートフォリオで使用しているシートを
表１に示す．
２．教員からの現行の支援体制
　学生には，入学時にポートフォリオの活用目的
について簡単なオリエンテーションを行っている．
また，看護基本技術に関する授業が開講される２
年次前期にポートフォリオのファイルを配布し，
活用目的や記載方法等を詳細にオリエンテーショ
ンしている．さらに３年次の学年開始時，および
４年次の看護学セミナー（統合）の開講前に再度
オリエンテーションを行い，ポートフォリオの記
載と活用を促している．
　学生の主体性を重視するため，ポートフォリオ
を提出することは義務付けず，教員は学生の求め
に応じて学習目標や学習課題を明確にすることや，
学習計画を具体的に立案することを支援している．
教員に対しては，入職時にオリエンテーションし，
さらに学生へのオリエンテーションにも参加する
よう促している．
Ⅲ．改訂に向けた取り組み
１．現行のポートフォリオ活用状況と課題の明確
化
　平成２５年度入学生から改訂版のポートフォリオ
を導入するため，教務委員会からポートフォリオ
ワーキンググループ（教務委員長および教務委員
５名）を発足させ，平成２３年５月に第１回検討会
表１　現行のポートフォリオで使用しているシート
記　載　内　容記載時期使用するシート
各科目の看護基本技術到達目標，自らの習熟度や看護
基本技術を実施する個別の状況に応じた個人目標，修
得した看護基本技術の内容，自己評価，技術達成に関
連した達成感等の学生の思いを記載する
演習の看護基本技
術項目ごと積み重ねシート
看護基本技術の到達
レベル自己評価編
積み重ねシートで評価した各看護基本技術の習得状況
と自己評価を整理し直し，今後の学習計画を立てる演習・実習終了後まとめシート
２年次の履修科目「看護基本技術（演習）」から４年次
の「統合実習」までの各１０科目において学ぶ看護技術
項目（１２７項目）について，４段階の到達基準で自己評
価する
演習の看護基本技
術項目ごと
看護基本技術の到
達レベル自己評価
表（一覧）
上記と同じ実習で看護基本技術を実施した後
看護基本技術の到
達レベル自己評価
表（一覧）実習の到達レベル自
己評価編
各実習終了後に，卒業時の到達目標に沿って自己の臨
地実習における学習到達度を評価する各実習終了後
実習到達度の自己
評価シート
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３5号
－17－
議を実施した．ポートフォリオの活用状況と課題
を明らかにするために，１）学生および教員への質
問紙調査と，２）ポートフォリオを効果的に活用し
ている他大学への視察を行うこととした．平成２３
年８月に第２回検討会議，平成２３年１０月に第３回
検討会議を実施し，質問紙調査用紙を完成させ，
教務委員会の承認を得て調査を実施した．
１）改訂に向けた学生・教員への調査
①学生への質問紙調査：４年次生７９名を対象に，
平成２３年１１～１２月にポートフォリオの活用状況等
に関する無記名の質問紙調査を行い，７１部を回収
（回収率８９.９％）した．その結果，演習や実習，
シートの種類によって違いはあるものの，各シー
トは約３０～６０％の学生が全く記載をしていなかっ
た．さらに，ポートフォリオの活用を通して【看
護実践能力の育成】につながったと感じている学
生は２６.８％，【自己教育力の育成】につながったと
感じている学生は３６.６％であり，活用の必要性や
意義が実感できず，記載・活用につながっていな
いことが明らかとなった．また，自由記載には
ポートフォリオの記載は学習に非常に役立つとい
う意見があったが，記載の負担が大きいため演
習・実習の記録用紙とポートフォリオのシートと
の内容の重複を避ける工夫が必要であること等の
提案もあった．一方，学習者として受動的な姿勢
のまま，教員の指示や指導を求める意見も認めら
れた．
②臨地実習指導教員への聞き取り調査：平成２３年
８月に臨地実習指導者会（主に臨地実習を担当す
る教員で構成される教務委員会下部組織）におい
て，１９名の教員を対象に聞き取り調査を行った．
ポートフォリオを効果的に活用するためには，学
生の負担が少ないシートに修正し，実習記録とは
異なる自由さや作成する楽しさを感じられる工夫
が必要であるという意見が述べられた．また，一
部の分野では学生の同意を得て学生が記載した
ポートフォリオを施設の臨地実習指導者と共有し，
指導効果をあげていることが報告された．
③教員への質問紙調査：看護基本技術及び看護学
セミナ （ー統合），実習を担当している３４名の教員
を対象に，平成２３年１１～１２月に無記名の質問紙調
査を行い，２４部を回収した（回収率７０.６％）．ポー
トフォリオの記載を促している教員は，演習では
４０.０％，実習では８５.６％だったが，活用するために
具体的な指導をしているのは，演習では７.１％，実
習では１８.２％にとどまった．また，ポートフォリ
オの活用が【看護実践能力の育成】に役立ってい
ると感じていたのは２５.０％，【自己教育力の育成】
に役立っていると感じていたのは４１.６％だった．
ポートフォリオを活用して自己を客観的に評価す
ることで，取り組む課題が明確になり，学習意欲
の向上や自己教育力の育成につながっているとい
う意見は多かった．一方，学生への動機づけの不
足，記載・活用方法がわかりにくい，まとめ書き
をしているため学習の積み重ねとして有効に活用
されていない，教員からの積極的な支援がないと
活用されにくい，教員自身の支援方法に関する理
解・認識不足等の問題点があげられた．
２）ポートフォリオを効果的に活用している他大
学への視察
　平成２４年３月に，名桜大学にワーキンググ
ループメンバー２名及び看護学研究科の教員１
名が視察に行った．名桜大学においては，自己
教育力やコミットメント能力，自己評価能力を
育成するために，１年次の科目にポートフォリ
オの活用が位置付けられていた．少人数で行わ
れるゼミの担当教員とクラス担当教員が学生を
支援し，さらにポートフォリオの意義や活用方
法が２年次生から１年次生に伝えられる等，学
生の成長を促すための教員・学生同士による支
援体制が充実していることが分かった．
２．ポートフォリオ改訂版（Ver.２）案の作成
１）調査結果から明らかとなった課題
　平成２４年１月に第４回検討会議を開催し，上記
の調査から課題を検討した．そこで，①ポート
フォリオを活用する意義と効果的に記載・活用す
る方法を理解するための活用ガイドの検討，②過
剰な負担にならない活用しやすいシートの検討，
③学生の主体性を損なわず，効果的に活用するた
めの教員からの支援方法の検討，④学生へのオリ
エンテーション方法・内容の検討，⑤教員への
Faculty Development（以下，FDと略す）開催の
検討，⑥卒業後も活用できる新しい方法の検討等
があげられた．今回は，①から⑤について検討し
ていくことが確認された．
２）改訂内容
　平成２４年２月の教務委員会で改訂の方向性を審
議し，各教育研究分野の教員からも改訂に関する
意見を募った．平成２４年４月に第５回検討会議を
行い改訂の具体的方法を検討した．
①活用ガイド及びシートの改訂：主な改訂内容を
表２に示す．活用目的や記載方法を明記した冊子
を「活用ガイド」と名称をつけた．また，シート
の種類を厳選して減らし，演習・実習の振り返り
用紙や自己評価用紙としてポートフォリオのシー
トを活用してもよいことを確認して学生の負担感
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を軽減させることとした．
②教員の支援体制の強化：学生の自己教育力を育
成するため，これまで通り学生の主体性を重視し，
学生からの求めに応じて教員が支援する姿勢を継
続することを確認したが，演習・実習でより学生
が活用できるよう以下のように支援することとし
た．
ⅰ）学生へのオリエンテーション：オリエンテー
ションは各学年で実施し，活用の意義や，具体的
な記載方法を例示し，卒業までの活用方法等を詳
細に説明していくこととなった．
ⅱ）演習・実習における活用支援：各演習・実習
においてポートフォリオの記載を教員からも積極
的に促し，教員からの支援を活用ガイドに具体的
に掲載した．また，ポートフォリオのシートを演
習・実習の記録用紙の一部として活用することで，
学びを自己評価することを習慣づけるとともに，
教員からの支援も受けやすくした．さらに，実習
において実施可能な看護技術を臨地実習指導者と
調整する際に，ポートフォリオを提示して自己の
実践能力を説明できるよう教員が支援していくこ
ととした．
ⅲ）教員へのFD：演習・実習・看護学セミナー
（統合）において教員が適切に支援できるよう，今
後，全教員を対象としたFDを開催することとし
た．
３．ポートフォリオ改訂版（Ver.２）の完成
　平成２４年５月に第６回検討会議を行い，改訂版
案を検討し，平成２４年７月の教務委員会で提示し
た．平成２４年９月に第７回検討会議を行い，改訂
版案に対する各分野の教員からの意見も踏まえて，
改訂版を修正した．平成２４年１０月の教務委員会に
改訂版の修正を提示し，さらに微細な修正を加え
て，平成２４年１１月に最終版を完成させた．ポート
フォリオ活用ガイド改訂版（Ver.２）の内容を表３
に示す．
Ⅳ．考　　　察
１．改訂の波及効果
　今回，改訂に向けて，教員への聞き取り調査及
表２　ポートフォリオの活用方法を記載した冊子とシートの主な改訂内容
改訂の具体的内容改訂の方向性
・活用目的や記載方法を明記した冊子を「活用ガイド」と名称をつけ，体
裁を修正する
・ポートフォリオの成り立ちを図式化する
全体の構成の修正
活用方法を記載した
冊子の改訂
・ポートフォリオの活用方法を簡潔にし，記載が必要なシートと記載方法
が一目でわかるように記載する
活用方法に関する
記述の修正
・ポートフォリオの記載方法を例示する
・各演習・実習前後に教員が支援できることや，教員からの支援内容につ
いて，「適切な自己目標の設定」，「適切な自己評価」，「事後の学習計画の
立案」に分けて明示する
・実習で実施する看護技術を臨地実習指導者と調整する際に，ポートフォ
リオを用いて自己の実践能力を説明したり，学習支援を受けられること
を明示する
教員や臨地実習指
導者からの支援方
法に関する記述の
修正
・Ａ４版とＡ５版の２種類あった＜積み重ねシート＞は，Ａ４版に統一す
る
・これまで記載している学生が少なかった＜まとめシート＞は使用しない
・看護基本技術項目実施予定表と＜看護基本技術の到達レベル自己評価表
（一覧）＞の一体化
種類を減らす
シートの改訂
・＜積み重ねシート＞に学習課題も記載するよう明示する
・評価の視点を＜看護基本技術の到達レベル自己評価表（一覧）＞にも記載
し，評価しやすくする
記載する内容の整理
・演習・実習の振り返り用紙や評価用紙等もポートフォリオのファイルに
綴じてよいこととする
・ポートフォリオのシートを演習・実習の記録用紙として活用してよいこ
ととする
演習・実習の振り
返り用紙等との重
複の調整
・看護学部ホームページからシートをダウンロード可能とし，学生が自由
にアレンジできるようにする
・学生オリジナルのシート等の活用を促し，演習・実習の学びに関連した
様々なものをファイルに綴じることができるよう，透明シートをファイ
ルに入れる
・＜看護基本技術の到達レベル自己評価表（一覧）＞に，既定の１２７項目の
看護基本技術項目以外に，学生が修得したと考える技術項目を自由に記
載できる欄を設ける
活用しやすくする
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３5号
－19－
び質問紙調査や頻繁な討議，意見聴取，シート改
訂版の試行等を行うことによって，教員のポート
フォリオ活用に関する意義の理解が深まったり，
学生への支援意識の向上や，具体的な支援方法を
教員個々が検討することにつながり，改訂過程が
教員へのFDにもなったと考える．
２．ポートフォリオの今後の活用に向けて
　今回，簡潔かつ分かりやすく活用意義や記載・
活用方法を記述し活用ガイドとして体裁を整えた．
また，現状では学生の主体性だけでは記載・活用
が不十分であるため，主体性を尊重し自己教育力
を育成しながら，より確実な記載と効果的な活用
を目指す教員からの支援に焦点を当てて改訂を
行った．演習や実習の記録用紙としてもポート
フォリオのシートを活用することを可能とし，臨
地実習指導者とも共有が図れるように支援するこ
ととしたが，今後も，学生からの求めに応じて教
員が指導する基本姿勢は継続することとなったた
め，学生の活用状況を見守りながら，支援体制を
さらに検討することが必要であろう．
　また，ポートフォリオを記載する負担の大きさ
は，今回の学生・教員の調査で課題として挙げら
れていた．そのためシートを減らし，シートをア
レンジして自由に活用できるようにホームページ
からダウンロードできるようにしたり，学生のオ
リジナルシートや記録類等も活用できるようにし
た．しかし，Langanら３）は，費やした時間とそれ
が報われることとの間に大きな不均衡があると学
生はみなしていることを指摘している．記載した
内容は，演習や実習の評価に直結しないため，活
用が【看護実践能力の育成】と【自己教育力の育
成】につながるというポートフォリオの意義や，
４年次開講の看護学セミナー（統合）で十分に活
用できることを繰り返しオリエンテーションする
必要がある．また，学習過程におけるリフレク
ティブな記述の秘匿性が学生の大きな関心であり，
それが不安や当惑という感情を引き起こしている
ことも指摘されている３）．演習・実習に関する否
定的な感情も率直に表現してよいことや，それが
科目の評価には影響しないことを伝える必要もあ
る．
　また，看護実践能力は大学での学習だけで培わ
れるものではなく，看護現場における著しい状況
の変化に応じて，卒業後も日々育成されることが
求められる．今回の改訂に向けた検討会議の中で
も，卒業後も活用できる新しい方法を検討する必
要性が議論されたが具体的な検討には至らなかっ
た．今後は，看護現場で新人教育にあたっている
スタッフと協働し，卒業後も継続して活用できる
ポートフォリオに発展させていく必要がある．さ
らに，現代学生にも親しみやすいモバイル端末を
利用５）し，電子的ツールを介することで，より利
便性を高めることができるかもしれない．一方で，
教員にとって多大な労力を要したり５），学習が積
み重なっていることを目で見て実感しにくい等の
限界もある．そのメリットを活かし実用性の高い
ものにした上で導入を検討することも必要だろう．
今後は，学生の主体性を損なわず，かつ効果的に
活用できるよう継続的に教員へFDを行っていく
予定である．さらに，今回の学生及び教員への調
査ではポートフォリオの活用が，【看護実践能力
の育成】や【自己教育力の育成】につながったと
回答している割合は低く，特に【看護実践能力の
育成】では約２５％にとどまっていた．そのため，
表３　ポートフォリオ活用ガイド改訂版（Ver.2）の内容
１．看護実践能力評価のためのポートフォリオの目的
　　１）千葉大学看護学部がねらう看護実践能力：卒業時までの到達目標
　　２）看護実践能力を獲得していくために：①「積み重ね学習」で育成される看護実践能力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②「自己教育力」の育成
　　３）ポートフォリオの構成と内容
２．看護基本技術の到達レベル自己評価編
　　１）看護基本技術の到達レベルの考え方
　　２）看護基本技術の評価項目と評価基準
　　３）使用方法：積み重ねシートと看護基本技術の到達レベル自己評価表（一覧）の記載方法と評価時期
　　４）教員の支援
　　５）使用するシートの見本
３．実習の到達レベル自己評価編
　　１）実習の到達レベルの考え方
　　２）実習到達レベルの評価項目
　　３）使用方法：看護基本技術の到達レベル自己評価表（一覧）と実習到達度の自己評価シートの記載方法と評価時期
　　４）教員及び臨地実習指導者の支援
　　５）使用するシートの見本
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今後も学生の活用状況を継続して調査していくと
ともに，ポートフォリオの活用によってこれらの
能力がどの程度向上し，卒業時までの到達目標に
達することができているのかも調査していくこと
が必要であろう．
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